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講排と守TLンジ
認知症の方々と共有する時間

蝕 立行政法人福祉医療機構助成事鶏

自宅開放か らスター トした、『小 さな集
い』で、認知症 の方 ・家族 もボランティア

や専門職 も一緒にいい時間を共有 した 18

年前。以来、公民館 に移 り、次には並行 し
て 自前の民家 を借 り ・・・いい時間を過 ご

すチャンスが増 えま した。

朝霞市独 自の介護予防観点での 『高齢者
通所サー ビス事業』に仲間入 りしま した。
ここでは、 さらに多 くのボランティアの力
や、高齢者相互の知恵の交換 で、認知症 の

方 も話 し合 いの輪に入 り、生活習慣の リズ
ムが戻 るな どよい結果 を出 し、 ご一緒にス

テージでの発表や贈 り物のプ レゼンター も

す るよ うにな りま した。
2004年 京都 を会場 に国際アル ツハイマ

ー
病協会第 20回 国際会議が開催 された際

の、認知症 当事者 の発表は大 きな波紋を設
げかけま した。 メイ あさかセ ンターでも、
長年 の、ボランティア活動体験 を集積す る
とともに、小規模 なが ら全国的なアンケー

トや訪 問調査 を して、埼玉県立大学野川教
授 のご指導 を受 けなが ら、下記 のテーマを
ま と|めて提言 を試みます。
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ミニデイサー ビスに於 ける

認知症 のケアプログラム

の開発 (男性篇)
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療育音楽 を楽 しむ会
朝霞 市社会福祉 協議会 とともに

高齢 者 を中心 に 10数 年 間東京 ミュー ジ

ックボ ランテ イア協会 のイ ンス トラク ター

を迎 えて月例会 で ソハ ビ ジテー シ ョン と仲

間作 りに、認知症 の方 も心身 にハ ンデ ィキ

ャ ップ を持 って る方 も、み～ん なが仲 間 と
して効果 を出 して きま した。発表す るチ ャ
ンス も年 々応援者 が増 えています。社 会福

祉協議 会が取 り組 む 、週末 の多彩 なプ ログ

ラム を開発 して、心身 障害児 ・者 の社会参

加 の場 作 りを とい うこ とに添 い、7月 か ら

第 四土曜 日を充 当 。「小 さな集い 」の高齢者

も一緒 に療 育音楽 を楽 しむ会 を社会福 祉 協

議会 と共催 で実施 して きま した。

(朝霞市地域保健福祉活動振興事業補助事業=療

育音楽で居場所作り。年齢 ・立場を超えて協働)

認定 NPO法 人 申請 ・・国税庁 ヘ

12月 26日 (木)

昨年 か らパ ブ リックサ ポー トテ ス トを、暫
定法律 に基 づいて、15・16年 度 につ い て試

算。8月 4日 (本)に 一度 ご指導 を頂 きに

国税事務所 を訪ね ま した。 以来 こつ こつ と

詳細 を求 め られ る報 告書類 を丹念 に作成 し

て、や つ と正式 申請 書 を提 出 しま した。

大変な作業ですが、当法人 も経営状態 をつ

さに考察 す る機 会 魂 えて担当者も努力中です。
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ミニ手イヤービス・へrbパー日誘よい'

○ 月 ○ 日 (水曜 日)雨

囲碁 サー クル の方 が見 えた時刻 は、雨脚

がひ としき り強 くなつていま した。

玄関 を入 つて来 られ るのを見られてた

Sさ んは、私 の手か らタオル を と り、早

速 、ボ ランテ ィア さんの ジャンパ ー の滴

を拭 いて くだ さい ま した。や さ しさに、

ボ ランテ ィア さん も感激 して ま した。

月 ○ 日 (水曜 日)晴 れ

天気 予報 で は曇 り ・気温 も低 い で しょ

う ・・。とい うこ とだつたが。快 晴 の小

春 日和で暖 か く幸 いで した。

何 日も前から楽 しみにしていたハイキング !

センターを早 くに出発 してカフエテラスのパ

ン1屋さんで 、各 自が それ ぞれ 好 き好 き

にパ ンを購 入 し、無料 の コー ヒー を頂 き

なが ら話 に花 を咲 かせ て ・・。滝 の根公

園 を散 策 して、の んび りと秋 を満 喫 しま

した。 Sさ ん ・Nさ んそ して 日ごろ運動

不足 の方 々が安 眠 で きるよ うに祈 つて

い ます。

月 O日 (日曜 日)晴 れ

利 用 されてい る方 のケアプ ランを立 て

直す 際 に、活動 で マ レー シアヘ 出か けて

い る代表理事 の代 理 で、ケアマネー ジャ
ー とご家族 ・関係 者 と同庸 し、 ミニデイ

サー ビスのかか わ りをプ ランに位 置づ

け され てい る喜 び を感 じま した。
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・
鳥挙・韓習・体験書が新しい日を…

セ ンター には、国家試 験 を前 に、学校 か らの

派遣 で単位 を取得す るための実習 に見 える こと

が あ ります。

(埼玉県立大学社会福祉学科 。 国立秩 父学 園

附属保護 指導職員養成所 )
一 日中、 ミニデイサー ビスで 同 じ時 間 を共有

して、多様 な人 々の出入 りに ・認 知症 の方 々の

活 き活 き とした参加 に、感 心 していかれ ます。

高校生 もイ ンタ ビュー に訪 れ て、認知疲 の方

々へ も積極 的 にアプ ローチ していただ きま した。

個 々のイ ンタ ビュー 時 に、通所者 は、 うれ しそ

うに笑顔 で答 え られ て、若 さをいただいて、楽

しいひ と時 が流れ ま した。 テーマ が、「NPO法

人 の運営 につ いて」 とい う、難 しい もので した

が、詳細 にわた つて事前学習 を確 実に 勲メ善こ

たので答 えやす か つた反 面 、複雑 な内容 を解 り

や す くとい うこ とで普労 しま した。夏体 み の宿

題 だつた とい うことで。 レポー ト提 出まで何 度

も何度 も電話や訪 間で調査 を重 ねたのに対応 し

て、私 たち も勉強 にな りま した。 この よ うな若

い方 々が NPOに つ いて学びだ してい る こ とは、

日本 のNPO活 動 に光 明を見出 します。

IA…難ぎあ舞鵜穣だ選挙較 不=…
‐
,

: 校 時代は、朝霞市在住でしたので、「絵を通じ  |

1 て の友好」の国際友好賞状を大切にしている  !
| と いうことでし亀             |

○

○

夕衝甚日・】榊軽日・ア博曜日

糸
′ジヨコ牧膨移ケィ妨 も同鷹 インタビユーもtおを得て

これから

1 月 は 10 日  (大 曜 日)か ら始 ま ります 。

早速 、
軍
囲碁サ ロン彩 霞

力
の方 々が

ボ ランテ ィアで見 えます。

手作 り品のプ レゼ ン トに饉か けます。

順 番 に実施 して い る朝 霞 市 内介 護

保 険事業者 を利 用 して い る 90歳 以

上 の方式!鱒ります。

1月 18日 (水躍 日ェ)シ ンポ ジ ウムに合流

コミュニアイセンター 出来るだけ多勢のご参集を。
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月例会

12月 で 233回 の例 会 を実施 しま した。P'

東京 ミュー ジ ックボ ランテ ィア協会 か ら、

池本 幸子 イ ンス トラク ター を派遣 してい た

だいて 10年 近 くにな ります。 92歳 が最 高
の参加 者 です。

小 せむ集 い勝今 年 で消 ,7歳 です。

年 々楽器 の種類 も増 えて、高齢 にな って

も、参加者 は新 しい楽器 に挑 戦 しています。

大正琴 を持 ち込む方 ,フ ル ー トで のボ ラン

テ ィア を され る方 も、イ ンス トラクター の

ご指 導 の下、 リズム ・呼吸法 ・発 声 と療 育

音 楽 の メ ノー ドで元気 にな り、 ア ンサ ンブ

ル も楽 しんでいます。

月例 会 に参加 して さ らに ミニデ イ サー ビ

ス にお 出か けにな られ る方 も多 く、お話 も

弾み ます。 そ して、女性 学級 (朝霞市教 育

委員 会助成事 業)の メイ あ さかセ ンター学

級 生 として参加 され る方 もお ります。

朝 霞 市社 会福祉 協議 会 と共催 の 「療 育音

楽 を楽 しむ会」合協力参加 してい ます。

介護 保 険 (要支援 ～要介護 度 3〉 を利 用

されていら?ャ‐ゃる身体障害の方 ・認知症 ,1

9孫勢ュ理危ぽ寧理事繕]饗た
は手 作 り品 を贈 里す るプ レゼ ンター に ・・由瀬

国際交流 の食 事会 に も参加 と、おお い に社

会参カロのツール となっています。

これalら
Ⅲl月 18日 (水曜 日〉 シンポ ジ ウム参加
Ⅲ   19日 (木曜 日〉第 234回 例会

新年 お楽 しみ会
Ⅲ介護保険事業者を通じて手作り品プレゼントに

Ⅲ l月  2g自  療 育音楽を楽しむ会   1 1
Ⅲマレーシア理解シリエズ公民館 ・公共施設を巡由|

しますのでお手伝いを期待しています。1 11

l  i r

Ｈ
ｑ ヽ絶醸 い

療育音楽K仲 間作りと

リハ ビ リテ ー シ ョン

中央 公 民 館 ほ か

フルー ト・キイボー ドの応援
後列合唱の応援をいただいて

月71j会は レ"― フ郷の手
"報

野代表が昼食を作 く

あとかたづ'チは全員で 騒 ぷ醇醸親E騒』醍慰田■Lぼ「
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ペナン在住日本人留学塗

ペナン用 フ司彬州教育局・ヤミじ州ヤ園書館・ペカ場観撲鋪協会・メイ淡勤″

第 35回5月 12日・20

第 36田 10月6口 ・20校参加

第 11回展覧会 6月 13～ 26日 (脚公会堂 ・州立図書館=7,側0人 以帥

参加3,000名から300点 を選抜日本の作品 100点 と共に随札

開会表彰式にはちペナン日本入学校からも児童代表が出席。*多様な方法で予算不

足を補壌 ・朝霞市の2企業からも直接展覧会に寄付で蛾 会場ごとに、中・高校

生と教師が当番に入り大助かり。設営 ・搬出も生徒が手伝つている。作品のレベル

も上がリペナン州中の90%の 学校が参加するまでになつた。教育局長 ・指導主事

も6代変つたが、継承されて充実して来ている。スーベニアカタログも年々内容が

充義 頒布で資金にプラス。展覧会 ,交換会に総領事もご臨席。

*ス タディツアーを中止にして、展覧会合流と南齢者施設見学を計画 ・NPO立

の施設を見学
“
寄付の封 Fが 定着しているマレーシアヘ感心して婦国。

クアラルンプすル ・首都

第35回

順調に復活しました

展覧会を実施することで、この1-2年 模黙してきたが、基本の変換の運ぴがスムー

ズでないことを重要路 10月はじめに、指導駐尊と共に数校を訪間することにして第

35回の作品を託して帰目。交換訪聞学校を選び準備して頂くことにし名

第描 田・… ・・しばらくぶりの判 翻濶 !

10月 4・ 5日 と二日Ps8に重り、         る 革に代表潤尊と尾池理事が同

乗し、6っの学校を訪闘し札 マレー系・中国系・インド孫とA種 も言語もしつかり

網羅し育謝亀 5日はすでに断食月の初日であるにも抽らず、各学校が日程調整をし

て下さつ名 選ばれた朝脚ま しつかり交換の作品韓準備してくださつて、横長自ら

が学校をご案内して下さつ逮11|ヽ―1常夏の国で、公拘卜学校で執藍に論房が入つていて

驚かされた。他の小学校に比較して一タジスOA■ ltaか吟たが・・・日本は夏体み

があるから・・・とつい考えてしまつた。諭闘した学校の特まV靖ミ実に業しく、手を
かけている充業さを見た。全国ヨンター/Pもあ

スランゴーノ切対 (2

第 34回 3月 29日

ミニ展覧会を設営し、各学校代表

各学校で展示された日本の作品を毒

下イベンM■ 滅蘇 し、t駿 州狩

る女性が一時婦国されていたことス

行、簡潔な表彰式を含めて会場ヤ専

と日本語を楽しめていい時間だつブ

35・36回  10月 7 働 だ

断食時期にも拘らず、地方鞭
組んだと① 醐 破こ祭りの絵画ヤ

② 日本からの過去の絵犀
③ 金捺輪韻碧抜中学技那
④ 2000年メイぬ勤セツ

斡 を招いて、隣 |

について、 ミ ッションマ

ミガねン僻 成 ・阻防公淘尉簿勅

県・市・田

国内にて3日間の事前研修を期

俳 るコ‐為 井イ」援紛北ンタ宅 、力|

いう計画だが、最も歴史を持つペサ

いうことで首都近郊のゴンバを選え

所管内学校と、教育省直鵜り還抜叶

無であつたが、メイあ翻北シ外菊潮

法人の国際交流事でマレ→ゲ語を認

教育事務所が答えて次第ld罰 紛鶏

はNGO力 測 で取り組む姿勢や力|

メントが寄せられている。この翻



よ、マレーシア謡が壌館
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Dペラ州 ・首都クア ンプすル 瑠躍帝・調粕静母 忙;孝帝・コ静班臨り嘩犠

盤ヵ

路
藍運
キナバル日本人学校児童

F その1)ゴ ンバ

瞳 が一堂に絵画ヨゾ移ヰを魏

翻 靖 用し、々 キマウゥ 醜
`る

中での御義 日本へ留学してい

通訳に入り日本語と2カ国語で進

合わせた人々には 日本の児童画

ち 表彰式後交換会を行つ亀

治体国際化協会ミッション受入れ

筋 はお願V 2ヽ旭と駆 を
三品作成コンペ ・テーマごと↓孔

予作品晨示

め絵画作品提供とパ恭ギ→夕参加
卜の搭鴨で来日された校長 (元摘

重じての友好と学校教育への効用』
1質問に答える。

コづゆ10名

機
・

囃
・

競 購

、1日からマレ→7・べ門じむ研
ルタヴ半‐卜との取り組みを視祭と

ン用まで,ヨ舞飾韓目が取れないと

亀 教育省 ・州教育局 ・地 擦 嚇

学靴費は一導蓄の行事を持つ接点が皆

|しくする、選抜中学校卿 く当

えた元留学生)と の熱意に、地方

んでいる。ミッション参加者から
移タツキ M協 勧 倒齢いされたヨ

|は、他の州にも波及してき亀

サ′淵  シ ピタン町  州 都クアラクプノシレ  5年 記念展覧会
サ′り州教育局・サバ州立図書館 ・在ヨタキル説相本国鶴顔郭静
ジ拶ウ地力毅寄報筋雅州立図書館カ ラ残テンケ・こウキルシ

酌札決学校・メイ櫛 センタことの脇働 ・団》石輔翻酬ヨが,瑠愛 )

①  ラだ夕刀抵移数寄事閉所管内  倣 単 図謝
人口4～ 5万人で、地麗的に広範囲なので、全学校から来易可能

にと躍 鵡 、掴雑↓批 例馳分し帥 をメイあさかセン
ターが出し、3時間も力対すて作品提供者を校長胸 海1率して来場。
6日間で1,500人が既 作品は、図書館と地方教育事務所へ寄贈。
②  コ タキナノシ        の 説づケシ代み トフラジ

於 :州立図層鵠新施設  3地 区を統合管理下に、かなり広範
囲な取り組みとなつた。作品も104点 と多く集まったが、交通の

便も悪いこともあり入場者数は小さな町シピタンよりも少なかっ

た。日本人学校も開会式のオ→た寺グで津軽ジョ↓ガ移踊 りで花を添
えてくれた。この会場は、昨年同様在日本のT女 性が自前の渡航費
で応援t覇 けつけて親

③ 5年 記念スーベニアカタログ発行
2カ国語で編集したが、はじめの計画の記念誌が、2カ国を超

えて編集が至難だつたこともあリス早ミザカタログとなが名 1987年
にス舛 トリ拶悔ル 策 あるが、マレーシア内で2ヶ国語でのスー

ベニアカタログの発行は初めてとなっ名 (サバ州では、この会場
が19番 目となつ亀 )・・・石縮開団の助成金での動 沼輝1でと

応終了するので、約束の5年 目ということで、サバ州政府もスーベ
ニアカタログほかにも今年から予算措置をして臨んだ展覧会だつ

亀 (サバ州は、尾池敷之 (在サバ州)が 仕事の傍ら全面的に代表理
事の代行をする)

ウルスラカ 蝦 輔 クアラクフレジレ

3月 郷 日 訪 間 130点 の作品を受領するが、氏名がなく保管中

(事務所内で作品を変換し、担当部長と担当者と今後について確認し合う。)学 期
の時期が異なることでかなり難しく、お互いが目的や方法を理解していること・必

要なカ プ巧チムであることを確認し合つて、随時連絡を取り交換なすることに決亀
日本の作品を手渡軌 後田ご連絡いただくこと,名

ペラ州 タイ亡病〕ペラ州韓 ・べ添調友輝会おパ内容本国織陣難離ガみ勤″
6月 28日 ～7月 1日

展覧会に備えて、日本からの作品を財 卜額縁に挿入するなど、枠 会後、
移動が一日早く'距求文め代表理事一人での準備は、綴渡りの厳しさがあっ名

ベラ州では、今年から心身障害児韓初梓品力彰説L教 育事務所との連携が移送費
用の関係で不成立だったので、会揚まで学校単位での来場がなかった。養護学校は自
校バス韓 、ゆつくりと強 設営も表彰式もヘッ膨均トターから離 しての韻
なの軽 メイあさかセンターは、代表理事 。尾池理事と代表理事の知人 ・力つ て

日本へ留学していた若者 (ペラ州出身でクアラらワ七w里 鋤 が、体暇をとり刻 L
また、千葉県出身ペナン州にある目立大学大学院に在籍する女性も参加して4名 で対
応と二人とも、通訳も兼ねて重要な役割を担つてくれ亀

幼稚園教識を対象に折リー と簡単な日本語教室・溶衣の着付けと盛りだくさん
の行事をし、行事を通じても日本の作品を多くの方々ほ鑑賞して頂くことを目指して
のベラー Sある。ほとんどの直接経費をペラ州が負担しているので尊重しながら添

うている。・・論房のないシティホールでの設営はきびしし、 入場者数は 1,筑0名



鯛…的クみh鯛

蜘   議
難

朝霞市地域保健福祉活動振夢
■月 23日 開始

音楽で居場所作り・鵠静立場を超え 第二土曜日確 福祉協議会と共

当法人が、長年にわたり認知症の方も40代 50

代更に90代 まで、みんなが伸間で音楽を通じてジ
ハビリと仲間作りをして、多くの合唱グループや楽

器のプレーヤーにもお世話になってきました。

発表時には中学生も大学生も・朝霞市合唱連盟の

方々にも応援出演していただいてきました。

長年、もつと多くの方々と、日本で開発されたメノ
ー ド『赤星ミュージック=療 育音楽』を普及して

10月 22日 学級開始

朝霞市教育委員会助成事業

2007年地域に還るシエアと共に

積極的な ・多様な人生を

認知症ケアプログラム開発 〈男性篇)の 事業が大規

模な取り組みを必要としていること、マレーシアと

の間の事業の充実期に、作業のパソコン化を予定し

ていたこと、今日のスタッフ体制では、女性学級を

長期スパンで設営管理が至難であること・・etcで、

助成金申請を中止することに決まっていましたが、

教育委員会のお勧めもあり、更に当センターのNPO

法人としてのステップアップ課題と今日、注目の課

題=2007年 問題=が 合致していることから短期間

集中型の学級を実施し、多くのNPO法 人や多岐に

渡る体験者を網羅したプログラムで学習できました。

基調講演も解りやすく好評。学習者が更に学びを連

鎖させてほしいとフ思います。チツショガ札 さまざま

な立場が明確に出て学びを深めることが出来ました。

概ねは難しい学習ながら学級生は定着していました。

一 .6土

号■1や:キ  ■  、 i

地域で大きな輪になればとチャンスを期待して
いました。今年は、念願の第

一
歩が玖ター トできま

した。朝霞市の助成金と当センター ・=参加者 ・社会

福祉協議会の費用で賄っています。毎月30名前後
が参加してきました。来年は、共同募金の受配につ

いて申請して、 1月 19日 ヒヤリングを受けます。

今年は大きな 。大きな太鼓も購入しましたが、楽器
の大半を当センターから貸し出して楽しんでいます。

12月 26日

認定WO法 人制度は、国税庁が、租税特局1朧

法に基づき、T定 の要件をクリアして国税庁長官の

認定を受けた法人が名乗ることが出来ます。個人の

寄付金は、一定の条件を控除した金額を総所得金額

などの合計から控除することが出来ます。法人が行
つた寄付行為にう ても 特定公益増進法人に対する

誌 金と同様に取り扱われま抗 メイあさかセンタ
ーは、12月 26日 に申請。 これから、調査 ・ヒヤリン

姥 受けて適正であれば認定されます古全国25,000

法人のなかの38法 人のみがク"し ている制度です。

私たちもク"吹 き組じに!当法ノ(の年度末までに答

えが出るよう期待し、全国で行つている、認定制度

要件緩和へ向けての運動に同調して学習もしていま

す。後日結果をご通知いたします。結果に関わらず、

当センターヘのご支援をお待ちいたします。

あなた様の寄付は、寄付金控除などの対象 !?

回 学習内容 講師  1学 級生 回 学習内容 講師  1弓 報 生

1 団塊世代が地域に還るとき…1野朝配錫援 1 16 41コ ミェfテ ィ幹 うて 1柴田郁夫劉ヨ 1 12

2 多様さ菊起業塘げ寺NPOめ 設`立者,リカル●/卜執育1 16 夢肺 r~イ 丁花 鶏
~T12

卒

カ

帥 雄ラタつ境ス・増田代表 (NO法 人障害児

擁 究ク効まじ ・援紳ま 磁Юら八母華諸母観確輿い‐

:ウイ内 ・山田さま ぐ魏麟ラ)ケィア・雀識員

朝霞市内に事務所を置くNPO法 人が、2桁十数法

人になり、個々にミッションを持ち活動していますが、

近い将来に連携できることも期待し、2法人をお迎え。

経営状況も学びました。と羊涯ティビカ孫 θ妾え力t鍔び

団塊世代の雇用の場になり得る組織作りをと痛感。

3 察 さ=モヒ封電社峰鋳義会・翔|1自准挙書・男舶 謝

移 ドて▽引外的氣夕章=帳や ・を導乗離新葦野トギ流&覆辺球∋ 110
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第3四半期までの実績
う 鳥 (ミニデイ 9回 実施) (シピタ対 および州都コタキルシL図書館で実施〉

総会準備 ・・・理事会 ・監事監査 ・資料作成 ・通知  各 小学校へ運動会へ招待される 理 事交代で出席

絵を通じての友舞 女性学級プログラム等設営準備

代表理事ヤレーシアヘ渡航(作品持参〉G～ 16日 )  (財 〕 自治体国際化協会 (クレア)海 外派遣研修

朝霞市小。中学校で募金した義絹金贈塁式    女 性学級スタート(下旬につき2回のみ終了〉

律サシ州津波被災小・中学生へ奨学金として)  絵 を通じての友好 代表理事マん シアヘ。2～8日)

第11回ペナン州展覧会作品審査会 第36回 作品お届けと変換……ペナン州・式ラ州・

馬覇題擦 つ す夫筆朝霞市体育課と打合せ    ス ランゴール州・首都クアラルンプール)

ネオチヴ【つ行事の実行委員会・定例会(5団岱      10月 7日/岡 クレアによるミッションを単 ,ミ地方

朝霞市地域福祉計画策定委員会代表理事出席      育 事務所が受 成材摩 イあさかセンターと共催

● 目 (ミ ニデイ 13回実施) 野田市国際交流協会に作品と'aか→7免 ノ鴫閣

定期総会第 5回  長 時間がK将 来構想鞠 文    小 さな集い

絵を通じての友好 代 表マ              ふ れ"● 集い(社協主催)t姥期酒・発表と展示・頒布

ペナン州展覧会 ・ペラ州展覧会実施 療育音楽を楽しむ会

交流学校ヤ 物 品を校内展示用にお届け   授 業

サバ州実行委員会
ペナン州第35回交換交流

朝霞市図書館祭 りに展示

認定NPO法 人に関して国税庁ヒヤリング

朝霞市地域福祉策定委員会代表理事出席

全国女性新聞の駁材を受ける

7 日 (ミニデイ 11回実施)

絵を通じての友好

スランゴーノ切寸対ゴンバ打合せ

雰覆夕まとウ ィ受リラ代ヤし( 命

8 ロ  ミ ニデイ11回実施)

療育音楽を楽しむ会

中央公民館サマーフェスティバル

療育音楽を楽しむ会

絵を通じての友好 (写真 ・友好賞仕上げと整理

代表理事マレ→ガム渡航 (作品持参〉(5～26日 〉

サバ州にて展覧会と5年 記念議発行

協働…・トピ"ス …・協 働

東南アジア事前研修にて代表理事講義 く大津市〉

rO日 (ミニデイ 11田実施)

朝霞第六小学校総合的な学習の時間…。3年生

城西大学経済学部国際彬 ′ティぼ論…NGOネ ット

朝霞市地域福祉計画策定委員会代表理事出席

コ,日  (ミ ニデイ 11回 実施〉 !i

小さな集い

☆朝霞いきいきひろば 展 示と療育音楽出演

療育音楽を楽しむ会

授 業 第九小学校総合的な学習の時間 ・・5年生

埼玉 NGOネ ット国際協力市民講座開始

19年 度国立美術館農覧会企画に備え平泉会にマ

レーシア作品貸出し

パノヨン教室を毎月4回 実施

対象が高齢者なので、休まずに熱心でした。

木村講師は、技術も時闘もまったくてが熙償提供で

療育音楽を楽しむ懲 タート牲会福社協議会と共4経)   ☆ 合唱祭に出演 合 唱連盟が支援出演

第 36回作品提供依頼 ・パノコン化試行      女 性学級 (後半の2回 実施〉

上記作品を頂戴に各校訪閥 埼玉県国際協力国際フェア…・バザーと展示

埼玉県国際協力高校生イン井シシップ髭け入れ     絵 を通じての友好

(7月27日～8月 10日)第 36回作品整理      第 36四 マレープ/作品お届け【中学校・小学校】

埼玉県国際ジfプ サルト扶会記々ジ死声去      赤 い羽根卓上募金終了

独立行政法人福祉医療機構情勢事業実践スター ト   代 表理事富山市へ施設訪問

認定贈 0法 人に関して国税庁訪間 コ2日  (ミ ニデイ 11回 実施)

絵を通じての友好    第 34画  返 却作品整理   女 性学級  2回 実施閉講

第 36回  作 品やンみヽ レづ朝カメラ奪議分 入力管理  埼 玉県国際協力高校生インターンシンプ発表会

さいたまロングスティ協会にて代表理事議演     療 育音楽を楽しむ会

小さな集い=療 育音楽発表参加 (朝霞市合唱連盟  発  表

が歌の支援出演) きた鄭的 ネガ国際協力市民講座で代表理事発表

マレ→ゲ絵画作品FD/jさヽな集いの手作り品を展示  朝 霞市地域福祉計画策定シンポジウムで代表理事

朝霞市地域福祉計画策定委員単 席 シンポジスとに

9日 (ミニデイ 11回実施)     駐 日マレーシア大使館招待 年 忘れパーティ

小さな集い 日 帰 り研修旅行 看 護師による研修   代 表理事仙台市へ施設訪間

ミこヴイで外部講師を紹いて手作り研修



独立行政法人福祉鞠 勘 成事業

ミニデイサービスに於ける認知症ケアプログラムの開発 (男性篇)

シンポジウム

～地湖袴輸占鞘 細曲朗yt夜 擢で～

1月 18B〈 ホ〉,:30～4:15   朝 霞市コミュニティセンター集会室

主催 NPO法 人メイあさかセンター

協力 埼 玉県立大学 ・働果け老人をかかえる家族の会埼玉県支部

後援

朝霞市 ・朝霞市民新報社 ・朝霞でいきいきネット聯→ 衛讃械汁NPO継 人さいたまNPOセ ンター

『小さな集V瑠を始めて、y気 常に認知症に関する
ことに取り組んできました。
たくさんの出会いをしながら、男性で認知症になられ
た方々の生活や共に過ごす時間を、気にかけて体験や

見学も多くしてきましたが、パノコンやデジタルカメ

ラ'テレビ・輸 など,・ ・・ひところに比べて

多様なツールで新し(縄 ごし方があるのではないだろ

うかと考えまし名
ミニデイに参加されている男性も若年アガ ノイマー

お知ら
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症の方にしても、日々 楽しい時間を共有しています。
ボ ランテ ィア の協力によって、囲碁をし、料理

をするなどで、日常会話が戻り。感庸表現も自然に

なっていることからも、データを収集をし、 提 言
していこうと考えて助成金ないただきました。全国
へのアンケー ト・施設訪間 ・シンポジウムと3段

階でまとめてみようかと思いました。
シンポジウムの会場へぜひお越しください。
お一人でも多くの方が、全国情報も合めて理解者に !

現  辺用=耳芥夢疹百扉転慕嘉亮嘉察蕩露頚逐煮五万豆夢頓蕊も戸
~弔

005年12月25日現在

項  目 人 数 内 容 特 記 事 項

会  員

95/格

92個 人 1団 体  2法 人
個人 (一般 80名  高 齢者 10名  学 生2名 )

費助会員 154″路
20名 カンバ替  82名 物品提供者

52奔塗  鞭
7名がカンがを複数回数しています。

撃 豹 賭 910名

213名  小 さな集い 月 例会 (延均

348名 /1 さヽな集い ミこ巧駒御は電ス

51名  療 育苦茶を楽しむ会

1猫 名 発難錯 他回含ボランティア汁

19グ路  日拝話り1開稲歩=挙

66名 女 性学級

60名  パ ジヨン数室

(171名  社 会福祉協議 会参加者)

穫   繁緋際34

あ搬 マぴ賓落モ腎繋監督生墨毬晶ゴ品

介護保険改定 ,総合的な学習の時間見直し,地域穏祉

計画策定 ・認定NPO法 人の4‐ll度暫定法律と,当 法人

拭関わる活動に直結することが多く、理事も学習し、

多方面からのご指導と階しみないご助力で、ミ→諸
'サ

■夢扱帥 鱒 、年を雛 ま丸 り 鞭

まで明りが点り、活動の準備や舞台作りの要の仕事を

少ないカ ンで しています。法人化5な閣の残り4シ明

を確実に仕上げて飛躍の礎にと祈念しています。0

*ニ ュースをおいてくださる機関をお知らせくださいませ。


